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　2017年5月10日（水）15時より、小野記念講堂に
おいて、但木敬一弁護士（元検事総長）に、「検事
の魅力」と題した講演会をして頂きました。
　講演会の内容は、但木先生がご自身の経歴に基づ
き、検事の仕事内容を紹介して頂くというものでし
た。「検事」とは、正義だけを考えて対価をもらえ
る唯一の職業である。そして、日本における刑事事
件は必ず検察を通るのであり、検事は日本の刑事訴
追権のすべてを担い、その裁量は、自由かつ無制限
であるという独立性を有していることを特徴として
いる。このような検事という職業の魅力を、但木先
生は、これまでの検事としての経験の中で携わって
きた事案を通じて紹介して下さいました。
　ご講演の中で私たちが特に感銘を受けた経験談を
二つ挙げてさせて頂きます。
　一つ目は、但木先生が広島に勤務されていた1970
年頃、ライフル銃を持った男が客船の乗務員と乗客を
脅して、特殊部隊員により射殺された、シージャック
事件が発生したというお話です。
　当時末輩検事として死体係を担当していた但木先
生は、司法解剖に立会い、その場の捜査員と協力し
て「外観のみならず、匂いまでも大事な証拠」とし
て真実の解明に努められたそうです。
　その後、本件事件の被疑者（特殊部隊員）の処分
として、一発で仕留めなければならないという殺意
はその弾丸の命中箇所から明らかであるが、正当防
衛と正当業務行為を理由として不起訴処分で収束し
ました。
　二つ目は、但木先生が東京地検に配属中の際に扱
われた事件です。この事件では、兄が弟をバット
で殴打し（第一行為）、頭蓋骨陥没の傷害を負わせ、
その後、妹がナイフで弟を刺し（第二行為）、殺害
するに至りました。この事件で問題となったのは、
第一行為で弟が死亡していたとすれば、妹による第
二行為は未遂犯または不能犯にあたるため、妹の処
罰をどうするか、ということでした。この事件が明
るみに出たことの発端は、加害者である兄妹が当
該事件の3年後、警視庁に出頭し、弟を殺害したこ
とを自白したことでした。そして、この兄妹が自白
を決意したのは、弟を殺害した後、毎晩弟の姿が現

れることで
うなされた
からでした。
そこで、こ
れを踏まえ
て、但木先
生は、この
兄妹が公の
裁きを受け
ないと解放されないと考え、第二行為は、弟の命を
数分間縮めたとして、弟の死亡結果との因果関係を
認めて、兄妹の両者を殺人罪で起訴するに至りました。
　以上の二つの事件を含めた今回のご講演を通して、
検事は、単に書面による事実や証拠のみに基づいて
客観的に判断するのではなく、実際に自らの足で現
場に出向き、匂いまでも証拠とし、さらに、事件に
関わっている当事者の心情をも汲み取ることから、
検事としての正義感の現れを感じると共に、このよ
うな意識をもとに、事件を解決することを、今後法
曹を目指す者として大事にしていきたいと思いまし
た。そして、客観的には加害者が犯罪者であっても、
犯罪をするに至るまでの過程における様々な事情が
背景にあるということを知り、改めて、現在授業を
受けているだけでは知ることができない、実務を通
じてのみ知ることができる事柄が多くあるのだとい
うことを実感しました。
　実務家の先生のお話を聞くことは、私たち法科大
学院生にとって、大変貴重な機会であり、ましてや
元検事総長の方のお話を伺うことによって、将来へ
のビジョンや意識を構築する上で、大きな影響を受
けました。このような貴重なお話をして頂いた但木
先生に深く感謝いたします。

「梓」… 法曹分野に従事する早稲田大学校友（稲門法曹）と早稲田大学大学院法務研究科修了生・在学生および早稲田大学法学学術院教員を繋ぐ、法学情報・コミュニケーション誌。
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但木敬一元検事総長による講演会～検事の魅力～
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但木敬一元検事総長の主なご経歴
東京大学法学部卒業後、69年東京地方検察
庁検事に任官し、84年法務大臣官房司法法
制部参事官に。その後、法務大臣官房長時
代に犯罪捜査のための通信傍受に関する法
律の成立に尽力。法務事務次官、東京高等
検察庁検事長などを経て、2006年6月－
2008年6月検事総長を務める。
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「ロースクールに行こう！」
女性法曹の魅力を考えるシンポジウム

2011年3月　大学院法務研究科修了
弁護士（弁護士法人早稲田大学リーガル・クリニック）
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　2017年6月10日（土）に開催された「ロースクール
に行こう！」女性法曹の魅力を考えるシンポジウム
に参加いたしました。
　甲斐克則研究科長が、本シンポジウムの趣旨を説
明された後、石田京子准教授が、法曹資格を得るた
めのプロセスについて説明した上で、早稲田大学大
学院法務研究科における女性法曹輩出促進プロジェ
クト（通称、Female Lawyers Project（FLP））の
取り組み状況を紹介しました。
　続いて、圷由美子弁護士（旬報法律事務所）が、
女性弁護士として経験した具体的な悩みやその悩み
を乗り越えた過程についてお話しくださるとともに、
女性法曹としての魅力について伝えてくださいました。
　その後、矢野恵美教授（琉球大学大学院法務研究
科）が、琉球大学が、セクシャリティに関わらず安
心して学べる学修環境の整備を進めるとともに、性
の多様性を尊重する法曹育成に力を入れている状況
を報告しました。

　その後は、「若手法曹から見た法曹の仕事のやりが
い」とのタイトルのもと、松山美樹裁判官（東京地方
裁判所）、金光玲衣羅検事（静岡地方検察庁沼津支部）、
北島志保弁護士（高橋雄一郎法律事務所）、今野由紀
子弁護士（長島・大野・常松法律事務所）が、それ
ぞれの働き方について報告した上で、圷弁護士、矢野
教授が加わり、パネルディスカッションが行われました。
　最後に、浅倉むつ子教授から、女性にとっても、
法曹という仕事が一層魅力ある選択肢になっていっ
てほしいとの言葉が送られ、シンポジウムが締めく
くられました。
　本シンポジウムの参加者は、40名ほどで、中学
生から法科大学院生まで多岐に渡りました。参加学
生の中には、男子学生もおり、性別を問わずパネリ
ストの話に熱心に聞き入っていました。

河合健司前仙台高裁長官と
語る夕べ

法務教育研究センター助手
弁護士（弁護士法人早稲田大学リーガル・クリニック）
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　2017年5月12日（金）、早稲田大学大学院法務研
究科27号館におきまして、文部科学省の法科大学
院公的支援見直し強化・加算プログラムでも高い評
価を得ました本研究科の「挑戦的な法曹の育成（任
官支援コース）」の一環として、前仙台高等裁判所
長官の河合健司先生をお招きし、本研究科在学生に
向けて、ご講演を頂きました。
　ご講演の内容は紙面の関係上、項目のみのご紹介
となりますが、冒頭に司法研修所教官時代の出来事
や教え子への思いを語られたうえで、初任である大
阪地裁時代において仕事の面白さと悩みを学んだエ
ピソード、近時、合議の在り方が変わってきたこと、
社会の多様化やインターネット・AIの発展により
若手裁判官の役割がより重要となっていること、学
生時代に多くを学んでおく必要があること、裁判官
には様々なタイプの人がいること、裁判所内の職場
の雰囲気は一般に考えられている以上に良いもので
あること、信念を持って職務を行われてきたこと、

法曹は必ずしも天才である必要はないこと、そして、
最後に司法試験におけるアドバイスなどをお話しく
ださいました。河合先生のお話しは、具体的かつユー
モアに富んでおり、参加者からは常に笑いや感嘆が
聞こえていました。
　ご講演の後は、高田牧舎で懇親会が開かれました
が、そこには学生のみならず、本学の裁判官出身の
教授の方々もご参加くださいました。夜遅い時間ま
で多くの学生たちが、河合先生に熱心に質問をして
いる姿がとても印象的であり、学生たちからは、河
合先生の温かく真摯なお人柄に触れ、裁判官に対
する憧れが更に高まりました等の感想がありました。
大変ご多忙な中、本研究科在学生のためにお時間を
賜りましたことに、改めて、心より御礼を申し上げ
ます。

＜ 開催報告 ＞
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法務研究科承認学生研究活動団体紹介
Welcome-Law School
大学院法務研究科2年　
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　本団体は、学生が主体となって、法務研究科の学
生同士や先生方との交流の場を設け、具体的な将来
の法曹像を描きながら充実したロースクール生活を
送る手助けをすることを目的としています。
　主な活動内容として、まず4月に新入生歓迎会を
開催し、例年120名以上の新入生、教員、実務家法
曹の方々にご参加いただき、新年度の貴重な交流の

場となっております。また、入学予定者には、秋頃
にキャンパスツアー、3月に承認団体説明会をする
ことで、法務研究科ひいてはロースクールの魅力を
お伝えしています。さらに、年度末に開催する修了
生祝賀会兼謝恩会では、過酷な勉強生活を共に過ご
した仲間を称え合うと共に、先生方への感謝の気持
ちを伝える場となっております。
　最後になりますが、今年度の修了生祝賀会を
2018年3月末に、来年度の新入生歓迎会を2018年
4月2日に開催予定です。卒業生・修了生のご参加
も大歓迎ですので、ご都合良い方はぜひお越しいた
だけますと幸いです。

早稲田ロースクール稲門会開催報告
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1  就職情報交換会・司法試験慰会の実施

　去る5月27日（土）、3号館701教室にて、早稲田
ロースクール稲門会（以下、「WLS稲門会」といい
ます。）主催（法務研究科キャリア支援室共催）の
就職情報交換会を開催しました。9回目となる本年
は、約70名が参加する中、法曹三者及び企業や官
公庁で活躍する8名のOBOGが就職活動のアドバイ
スや現在の仕事内容について、講演をされました。
　また、同日、大隈ガーデンハウスにて、司法試験
の受験生を対象に、恒例の司法試験慰労・激励懇親
会を開催しました（法務研究科共催）。参加人数は
約80名で、甲斐克則研究科長をはじめ多くの先生
方、ロースクールOBOGにもご参加頂きました。
　ご参加、ご協力頂いた皆様には心より感謝申し上
げるとともに、このような企画を継続していくため

にも、OBOGの皆様におかれましては、より一層の
お力添えを宜しくお願い致します。

2  WLS稲門会の会費に関して
　WLS稲門会の年会費は3,000円です。年会費をお
支払いいただくための書類を本年夏頃に発送させて
いただく予定です。
　何卒、よろしくお願い申し上げます。

「梓」 送付停止や、送付先のご住所・ご勤務先の変更
等をご希望の場合は、以下の申請フォームにて申請
をお願いいたします。
代理の方による申請も可能です。

＜申請フォームURL＞
https://www.waseda.jp/
 folaw/gwls/alumni/wls-news-letter/

　2017年6月7日（水）、Asian Legal Business (ALB)
誌主催のALB Japan Law Awards 2017の授賞式が
開催されました。その授賞式におきまして、稲門法
曹 由布節子弁護士がWoman Lawyer of the Year
を受賞されました。

　このWoman Lawyer of the Yearは、女性弁護士
の活躍を表彰すべく本年新設された部門であり、由
布弁護士は、その部門の初めての受賞者ということ
になります。
（渥美坂井法律事務所・外国法共同事業Webサイトより）

稲門法曹 由布節子弁護士が
Woman Lawyer of the Year（Asian Legal Business (ALB)誌主催の

ALB Japan Law Awards 2017にて）を受賞しました

検索早稲田　梓

 




